
１
増
税
の
影
響
を
反
映
さ
せ
た

事
業
計
画
に
修
正
す
る
ポ
イ
ン
ト

�
取
引
先
に
対
す
る
消
費
税
増
税
の
影

響
の
確
認

ま
ず
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
取
引
先

へ
の
影
響
を
確
認
し
よ
う
。
現
段
階
で

は
な
お
不
明
瞭
な
部
分
を
残
す
も
の

の
、
以
下
の
２
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

確
実
な
影
響
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
取

引
先
の
事
業
計
画
の
閲
覧
等
を
契
機
に

実
態
を
把
握
し
た
い
。

○ア
情
報
機
器
・
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更

エ
ン
ド
・
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
販
売
等

を
行
う
業
種
を
中
心
に
、
税
率
変
更
に

伴
う
関
連
シ
ス
テ
ム
変
更
が
避
け
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。

最
も
代
表
的
な
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
販
売
時
点

情
報
管
理
）
シ
ス
テ
ム
だ
け
に
着
目
し

て
も
、
導
入
か
ら
相
応
の
期
間
が
経
過

し
、
国
内
だ
け
で
も
膨
大
な
台
数
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
流
通
シ
ス
テ
ム
開
発

セ
ン
タ
ー
の
推
計
で
は
、
２
０
０
９
年

度
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
型
シ
ス
テ
ム
更
改
機
は
約

８
万
７
０
０
０
台
だ
。
十
分
な
更
改
費

か
ん
が

用
を
持
た
な
い
事
業
所
の
存
在
等
を
鑑

み
れ
ば
、
消
費
税
率
引
上
時
の
変
更
対

応
に
漏
れ
も
生
じ
よ
う
。

事
業
計
画
に
お
い
て
、
本
件
に
該
当

す
る
事
項
が
必
要
十
分
に
確
認
で
き
な

い
場
合
、
図
表
１
の
進
捗
状
況
等
に
沿

っ
て
裏
付
確
認
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。な

お
、
２
０
０
４
年
の
総
額
表
示
対

応
時
に
税
率
・
価
格
等
を
随
時
変
更
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
対
応
済
み
の

事
業
者
も
一
定
数
に
及
ぶ
。
当
該
確
認

が
で
き
た
先
に
つ
い
て
は
、
変
更
時
に

特
段
大
き
な
費
用
が
不
要
と
な
る
こ
と

を
申
し
添
え
る
。

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

売
上
の
減
少
も
視
野
に
入
れ
る

○イ
売
上
の
減
少

消
費
税
率
引
上
時
に
お
け
る
混
乱
防

止
策
等
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
景

気
回
復
策
が
中
小
・
零
細
事
業
者
ま
で

波
及
し
切
れ
て
い
な
い
実
態
か
ら
は
、

消
費
税
率
引
上
げ
以
降
の
�
冷
や
水
効

果
�
を
憂
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
で

も
懸
念
す
べ
き
は
、
大
規
模
事
業
者
か

ら
中
小
・
零
細
規
模
事
業
者
へ
の
仕
入

価
格
引
下
圧
力
だ
ろ
う
。

１
９
９
７
年
の
消
費
税
率
引
上
時
に

は
、
価
格
転
嫁
に
あ
た
り
「
年
間
売
上

高
５
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
の
過

半
数
が
増
税
分
の
転
嫁
が
で
き
な
か
っ

た
」
旨
の
調
査
結
果
が
日
本
商
工
会
議

所
な
ど
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
今
般
の
引
上
げ
に
伴
い
「
売
上
減

を
見
込
む
事
業
者
が
過
半
数
、
小
売
業

で
は
９
割
弱
」
と
い
う
地
銀
系
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
先
行
調
査
も
み
ら
れ
る
。

売
上
減
の
見
通
し
を
持
つ
事
業
者
が

大
宗
を
占
め
る
と
す
れ
ば
、
実
体
経
済

の
実
力
（
強
弱
）
以
上
の
心
理
的
冷
え

込
み
に
よ
る
負
の
影
響
等
を
も
視
野
に

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
投
資
家
や
一
般

消
費
者
の
心
理
も
同
様
の
傾
向
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
増
税
発
表
前
に
策

定
さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
相

応
の
売
上
減
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
な

ろ
う
。

売
上
債
権
の
回
収
額
に
も

税
率
引
上
げ
分
を
織
り
込
む

�
利
益
計
画
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

画
上
の
着
眼
点

事
業
計
画
の
中
で
特
に
着
眼
す
べ
き

は
、
利
益
計
画
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
画
の
関
係
と
な
る
。

大
部
分
の
事
業
者
に
は
、
売
買
と
決

済
ま
で
の
期
間
に
ず
れ
（
サ
イ
ト
）
が

あ
る
一
方
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

画
の
精
度
に
は
、
事
業
者
間
で
大
き
な

差
異
が
み
ら
れ
る
。
昨
今
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
の
決
済
比
率
も
拡
大

し
て
お
り
、
サ
イ
ト
の
管
理
は
よ
り
重

要
と
な
る
。

例
え
ば
、
売
上
に
占
め
る
入
金
時
期

が
、「
�
同
月
中
４
割
、
�
翌
月
中
４

割
、
�
翌
々
月
中
２
割
」
と
い
う
事
業

者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
画
を
ご
く

簡
単
に
示
せ
ば
、
図
表
２
の
と
お
り

だ
。こ

こ
で
問
題
な
の
は
、
利
益
計
画
上

の
売
上
回
収
時
期
に
は
、
消
費
税
分
の

乗
算
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
結
果
、
図
表
２
の
数
式
に
お
い
て

も
、
回
収
時
期
に
は
消
費
税
率
引
上
分

を
織
り
込
ん
だ
額
へ
の
変
更
が
求
め
ら

れ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
増
え
る
が
、
逆

に
支
払
う
分
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

建
設
業
は
特
に
増
税
の
影
響
と

対
応
策
を
確
認

�
ど
ん
な
業
種
が
特
に
強
い
影
響
を
受

け
る
か

消
費
税
率
引
上
後
の
動
向
予
測
等
が

業
種
別
に
各
種
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

検
討
す
べ
き
媒
介
変
数
・
項
目
数
が
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
予
測
も
か
な

り
難
解
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
特
に
金
融
実
務
者
が
注

目
す
べ
き
業
種
に
は
、
建
設
業
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
既
述
の
各
種
調
査
結
果
に

お
い
て
も
「
値
引
き
対
応
に
よ
っ
て
影

響
を
食
い
止
め
る
」
意
向
を
示
す
事
業

者
の
比
率
が
他
業
種
に
比
べ
高
く
、
裏

返
し
に
み
る
と
、
現
行
（
税
抜
）
価
格

維
持
の
意
向
は
低
い
。

こ
の
背
景
に
「
建
設
業
独
特
の
マ
ク

ロ
的
な
特
性
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
○ア
公
共
工
事
に
代
表
さ
れ
る
長

期
に
わ
た
る
市
況
の
冷
え
込
み
、
○イ
全

就
業
人
口
の
約
１
割
と
い
わ
れ
る�
数
�

に
よ
る
過
当
競
争
、
○ウ
高
付
加
価
値
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
よ
る
差
別
化
の

難
し
さ
―
―
が
あ
る
。
小
売
業
等
と
比

べ
高
額
な
工
事
金
額
も
、
消
費
税
率
引

取引先の事業計画の
見直し＆こんな支援が
必必要要ととななる！

金融・証券アナリスト

消費税増税によって取引先にも増税への
対応、売上減といった影響が考えられる。
そこで本稿では、それらを踏まえた事業計
画見直しのポイントと、増税に備えた金融
機関の支援策を解説する。

来年４月の消費税率引上げを控えていま

林 弘人
図表１ POSシステムをめぐる把握事項［進捗順］

図表２ 一般的なキャッシュフロー計画

（利益計画×２カ月前の売上げ）×２０％＋

（利益計画×１カ月前の売上げ）×４０％＋

（利益計画×月の売上げ）×４０％

＝キャッシュフロー計画×月の売掛金回収額

※簡易表示

	 必要性に関する認識【⇒ 創業から日が浅い事
業者には未経験・認識不十分なケースも】



� 必要となる変更対応【⇒ 具体的理解度合い】


� 機器設置業者等との接触【⇒ 内容・度合い】



 必要となる費用【⇒ 見積り】


� 変更対応スケジュール【⇒ 現実性】
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消消費費税税増増税税＆投投資資減減税税を踏まえた
取引先へのアドバイス

２０１３・１２月１日号41


